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１．タクシー利用
　　　所要時間【JR高崎駅（西口）より約15分】
２．バスの利用
　①市内循環バス「ぐるりん」　乗り場8番
　  ・系統番号13：JR高崎駅（西口）乗車
　　　　　　　　　　　～「国立のぞみの園」下車
　  ・系統番号14：JR高崎駅（西口）乗車
　　　　　　　　　　　～「国立のぞみの園」下車
　     所要時間【約40分】
　②のぞみの園定期バス
　   所要時間【JR高崎駅（西口）より約25分】

国立のぞみの園へのアクセス
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【特　集】
強度行動障害者への支援
● 強度行動障害を有する利用者への支援

● 強度行動障害を有する利用者への支援の実際

● あきらめない支援

　  －著しい行動障害等を有する者の受入を開始して11年目を迎えました － 

● 平成30年度 強度行動障害支援者養成研修実践報告会の開催

　  －プログラム －

● 強度行動障害支援者養成研修実践報告会【東京会場】

　  －実践報告の紹介－

● 強度行動障害支援者養成研修の効果的な研修カリキュラム及び

運営マニュアルの作成に関する研究

　  －新カリキュラム（案）作成方法と改定ポイント － 

【養成・研修】
● 公認心理師養成に関わる実習受入

● 国立障害者リハビリテーションセンターとの連携

　  －「発達障害者地域支援推進事業実地研修」をのぞみの園において開催－
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【実践レポート】
● 診療所での医療サポート

　 のぞみの園における感染症 －特に耐性菌と院内感染について－

【調査・研究】
● 平成30年度　調査・研究の進捗状況

　（厚生労働科学研究費補助金）

【共に生きる】
● コラム：第16回のぞみふれあいフェスティバル開催

● のぞみの園ふれあいゾーンだより

【INFORMATION】
研修・養成

Ⅰ　国立のぞみの園福祉セミナー2018

Ⅱ　矯正施設を退所した知的障害者への支援研修

Ⅲ　障害者の福祉的就労・日中活動サービスの質の向上のための研究

Ⅳ　国立のぞみの園支援者養成現任研修

● NOZOMINOSONO BOOKS
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新しい年を迎えて

　新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

　昨年はのぞみの園にとりまして、第４期中期目標期間の初年度でありましたが、皆さまのご協力もい

ただき、概ね順調にスタートを切ることができました。２年目となる今年は、目標とする取組をさらに

強化、充実させていきたいと考えております。

　ニュースレターによる情報発信は、そうした重要な取組の一つであり、より役立つ

誌面作りに努めて参りますので、皆様のご意見、ご要望をお寄せいただければ幸いです。

　本年が、皆様にとって実りの多い一年になりますことを祈念いたしまして、新年の

ご挨拶とさせていただきます。

理事長　深代　敬久
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新しい年を迎えて

　新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

　昨年はのぞみの園にとりまして、第４期中期目標期間の初年度でありましたが、皆さまのご協力もい

ただき、概ね順調にスタートを切ることができました。２年目となる今年は、目標とする取組をさらに

強化、充実させていきたいと考えております。

　ニュースレターによる情報発信は、そうした重要な取組の一つであり、より役立つ

誌面作りに努めて参りますので、皆様のご意見、ご要望をお寄せいただければ幸いです。

　本年が、皆様にとって実りの多い一年になりますことを祈念いたしまして、新年の

ご挨拶とさせていただきます。

理事長　深代　敬久
生活支援部長　田口　茂幸

強度行動障害を有する利用者への支援

　行動障害が著しい知的障害児・者の存在と支援の難しさに
ついては、昭和40年代より指摘されていましたが、強度行動
障害という用語が初めて登場したのは、昭和63年行動障害児

（者）研究会による「強度行動障害児（者）の行動改善及び処
遇のあり方に関する研究」の報告書です。この報告書の中の
定義では、「精神科的な診断として定義される群とは異なり、
直接的他害（噛み付き、頭突き等）や、間接的他害（睡眠の乱れ、
同一性の保持等）、自傷行為等が通常考えられない頻度と形式
で出現し、その養育環境では著しく処遇の困難な者であり、行
動的に定義される群」とあります。この定義に加えて、「家庭
にあって通常の育て方をし、かなりの養育努力があっても著し
い処遇困難が持続している状態」という但し書きも付けられて
います。つまり、精神医学的な診断(精神遅滞、自閉症、統合
失調症等)をされているものとは別に、家庭での療育や事業所
等での支援において努力はしているが、行動面の問題が継続
している状態につけられる呼称が「強度行動障害」ということ
になります。
　のぞみの園の前身である国立コロニーは、昭和46年に開設
され、多くの入所者を受入れてきましたが、中には異食・浮浪・
破衣・自傷・弄便といった問題となる行為を行う利用者もいま
した。当時は強度行動障害という概念はなく、支援方法も確立
しておらず、職員の経験や思いつきで場当たり的な支援を行っ
てきました。そのような支援でも問題行動の改善が図られた
ケースもありましたが、職員の個人的な技量やセンスによると
ころが大きく、現在行われている標準化された支援とはかけ
離れたものでした。
　のぞみの園は、平成15年10月に独立行政法人となり、重い
障害のある人たちの自立のための総合的な支援を行うことを
目的として、モデル的支援の実践、調査・研究及び養成・研修
を一体的に行う事業体に生まれ変わりました。独立行政法人
としてのミッションは、障害福祉行政の課題の解決に資する事
業を展開すること、そして、これらの事業の成果を全国に発信
し、全国の関係施設・事業者の支援の向上に寄与することです。
著しい行動障害のある人たちの支援については、全国の関係
施設、事業所で直面している困難な事例の典型であり、障害福
祉行政の課題の一つでもあります。
　のぞみの園において著しい行動障害を有する利用者を新た
に受入れるまでには、幾つかの転機がありました。最初の転機
は、地域移行を目指して一人ひとりのニーズに対応した専門性
の高い支援を提供するために、平成17年に行われた生活寮の
再編です。再編の一環として、自閉症の症状の重い人、著しい
行動障害のある人の生活寮（あじさい寮：男女混成寮）を創設
しました。二つ目の転機は、平成20年度から３年間に亘り、自
閉症と発達障害の専門家を招聘したことです。全職員を対象
に、自閉症への理解と支援の在り方について毎月講義していた
だくとともに、支援の現場では支援技術に関して指導・助言を

していただきました。また、少数精鋭の勉強会も定期的に開催
していただきました。専門家に指導・助言を受けたことにより、
現場の支援員は支援技術の向上のみならず、意識改革にも繋
がりました。教授していただいた支援技術や考え方をベース
に、経験とさらなる学習を積み重ね、現在の標準化された支
援となっています。
　三つ目の転機としては、平成21年の地域移行で、地元岐阜
市に戻った利用者を岐阜市のケースワーカーが見て、のぞみ
の園への入所前との変貌ぶりに驚き、のぞみの園に入所する
ことによって、これ程落ち着くことが出来るのであれば、支援
に窮している利用者を期限付きで良いので入所させて欲しい、
と岐阜市の障害福祉課から依頼があったことです。ここから、
著しい行動障害を有する利用者の有期限入所が始まりました。
また、男女混成寮であったあじさい寮は、21年２月に分割され、
あじさい寮は女性寮となり、新たに男性寮としてかわせみ寮が
創設されました。
　有期限利用者を受入れてから地域に戻るまでに、以下の４
つのステージに沿って支援をするとともに、定期的に関係機関
と会議を持ち、情報を共有しています。ステージ１：食事や睡
眠を中心としたADLが安定し、安全に１日を過ごせる段階、ス
テージ２：生活寮の中で日中活動を行うなど、適切な生活リズ
ムを整え始める段階、ステージ３：生活寮を出て、午前および
午後と日中活動の場所へと通う段階、ステージ４：自閉症の症
状の重い人、著しい行動障害のある利用者を支援する生活寮
から他の生活寮へ移り、安心して暮らすことができる段階です。
　のぞみの園での支援を経て、劇的に行動障害の状態が改善
されたケースもありますが、残念なことに改善に時間を要す
るケースもありました。その一番の原因は行動障害を有する
に至った要因だと言えます。一般的に知的障害が重く、自閉症
の特徴が強い人ほど行動障害の状態が現れ易いといわれてお
り、支援方法も自閉症の障害特性に対応したものとなっていま
す。支援が困難な利用者の多くは、知的障害、自閉症に加え、
精神病や幼少期の被虐待の生育歴等があります。そのような
利用者に対する、より効果的な支援の確立が今後の課題とい
えます。
　平成21年度から平成29年度末（第３期中期目標期間終了時）
までに、著しい行動障害を有する利用者を18人受入れ、７人
が地域移行されています。この間は、年２〜３人の受入れで
したが、第４期中期目標期間では、ニーズの多さから大幅に受
入れ人数を増やしていくことになりました。第４期中期目標期
間には78人を受入れ、強度行動障害に特化した寮（定員10名）
をあじさい寮・かわせみ寮に加え２か寮増やす予定です。受
入れ人数を増やすにあたり、ハード面の整備、職員のスキルアッ
プ、適切な職員配置等が急務となりますが、早急に対応し、関
係機関との連携を図りながらモデル的支援の実践に全力で取
組んでまいります。
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生活支援部生活支援課かわせみ寮生活支援員　鈴木　嶺太

強度行動障害を有する利用者への支援の実際

　著しい行動障害等を有する者は、器物損壊行為、自傷行為、
異食行為、特別な医療的ケアを必要とするなど支援が困難で、
他の障害者支援施設、事業所での受入れが難しいケースが多
く見られます。このような状況の中、のぞみの園において、
有期限のモデル的支援を行うとともに、他の障害者支援施設・
事業所が活用できる情報の提供、普及を進めています。本稿
では、その実践例を紹介します。

Ⅰ．プロフィール
　名　前：Ａさん（20代、男性）
　診断名：知的障害・自閉症・先天性代謝異常ガラクトース
　　　　　血症エピメラネーゼ欠損症
　療育手帳：Ａ２
　障害支援区分：５
　家族構成（現在）：母・姉

Ⅱ．生育歴
　 ４歳：自閉症傾向と指摘される
　10歳：自閉症と診断（小学校は特別支援学級）
　　　　ガラスを割る等の行為がみられる
　12歳：特別支援学校中学、高等部に入学
　　　　器物破壊行為、担任教師や母親への他害行為がみられる
　18歳：２か所の事業所を併用する
　　　　器物破壊行為が激しくなる
　23歳：父親急逝、母親一人では対応できず精神科病院に入院となる
　24歳：のぞみの園有期限入所（かわせみ寮）

Ⅲ．支援の経過
①受入準備
　事前に提供された情報を支援員間で共有し、支援をするう
えで不足している情報を相談事業所より得ました（あじさい・
かわせみ寮の視点で具体的な支援に活用できる独自のワーク
シートへの記入、及び不明な点への質問）。それらの情報から

Ａさんに適していると考えられるスケジュール（写真１．２）、
自立課題、居住環境を整える等の準備を行いました。
②入所当時
　入所初日より、クッション材をむしり取る器物破壊行為が
始まり、タンス、ベッド、換気扇カバー等の破壊（写真３．４）
と徐々にエスカレートしていきました。また、「背が高く、騒
がしい人が苦手」という事前情報のとおり、それに当てはま
る他利用者に対して叩く等の他害がみられました。　　

　　
　支援としては、スケジュールと自立課題を導入して１日の
流れが分かるようにしました（スケジュールの表示はひらが
なと絵を併用）。他
害行為に及ぶ時間
帯に落ち着いて過
ごせるように、Ｃ
Ｄプレイヤーで音
楽を聞いてもらう
等の余暇支援を行
いました。（写真５）
③入所〜８か月
　精神科を受診した際に、Ａさんにとって不快な刺激（苦手
な利用者の姿や声）を避けるように、と助言を受けたことも
あり、他害行為の軽減に向けて、苦手な利用者との動線が重
ならないように、食事や日課の時間をずらす等のスケジュー
ル調整を行いました。
　日中活動は、生活寮から歩いて７〜８分のところにある「す
まいる工房」で行いました。（写真６）「すまいる工房」は、
集中して作業が出来るように構造化されています。作業内容
は利用者によって異なりますが、Ａさんには、自立課題を提
供しました。「すまいる工房」に行けない時は、寮内にて日中
活動を行いました。
　自立課題は、本人の興味関心があることを前提に能力・習
熟度に合わせて変更していきました。一番好きな課題は、パ
ズル（写真７）で、パズルをやっている時は苦手な利用者のスケジュール　ひらがなと絵を併用（写真１．２）

余暇時間に音楽を聴くＡさん（写真５）

破損した布団（写真３） 天井の照明（写真４）
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声も耳に入らない
ほど集中していま
した。集中して過
ごせる時間が増え
ていくことで、生
活全体に渡り落ち
着いて過ごせるよ
うになってきまし
た。
　要求や思いを上
手く伝えることが
できず、放尿や職
員室のドア蹴り等
がみられることも
ありましたが、過
敏に反応しないで
対応することで、
落ち着きを取り戻
すことができました。
④９か月〜
　日中活動を中心に生活のリズムが整えられたこと、スケ
ジュールにより見通しが持てるようになったこと、冊子型の
リマインダー（意思を伝えるために写真や簡単な言葉で記し
たファイル）を導入することで、意思を伝え易くなったこと
等により、器物破壊行為・他害行為はほとんどみられなくな
りました。
　精神科の受診は月に１度の頻度でしたが、安定した生活が
送れているため、２か月に１度の頻度に変わっていきました。
また、入所前から現在までに服薬内容の調整がなくても生活
することができていました。買い物や温泉等への外出やバー
ベキュー等の行事にも楽しんで参加していました。（写真８．９）

Ⅳ．支援に必要なもの
①情報共有の徹底
　情報共有は、チームでの支援の最初の一歩となります。情
報を共有し共通認識を持ちながら様々な視点でその人を捉
え、支援を構築していくことが大切です。
②スピード感
　入所前の情報により、受入れ準備を行いますが、想定通り

にならないことも多々あります。その時の軌道修正は、スピー
ド感を持って行うことが必要です。
③チーム支援・統一した支援
　職員によって支援が異なれば、利用者は混乱してしまうの
で、統一した支援は大前提ですが、職員にとっても支援に行
き詰まった時に一人で抱え込まないよう、チーム支援・統一
した支援の意識を常に持つことが重要です。
④医療との連携
　強度行動障害を有する人は、精神疾患を重複しているケー
スも多く、定期的に精神科を受診し、生活寮での支援内容や
本人の状態を報告し、服薬調整や助言をもらうことは必要不
可欠です。
⑤支援の見直し
　支援は１回やったら終わりではなく、常に続いて行くもの
です。利用者の状態も一定ではありません。行動障害を有す
る人は環境の変化に弱く、新しい利用者が入ってきたり、職
員の異動があっただけでも、安定していた生活が崩れてしま
うこともあります。そのため、アセスメント→計画→実施→
評価の繰り返し（PDCAサイクル）が必要です。また、それ
を行うためには記録が重要です。
⑥移行先への引き継ぎ
　のぞみの園で落ち着いた生活が出来るようになっても、そ
れがゴールではありません。他の障害者支援施設・事業所が
活用できる情報の提供、普及を進めることが、のぞみの園の
役割です。具体的には移行先に、日常の生活の様子を記録し
たDVDや、支援の手順等をわかりやすく解説したサポート
ブックを作成し引き継ぐことになります。また、必要に応じ
てフォローアップも行っていきます。

Ⅴ．最後に
　一般的に知的障害が重く、自閉症の特徴が強い人ほど行動
障害の状態が現れ易いといわれており、支援も自閉症の障害
特性に対応したものになっています。
　具体的には
　・言葉を聞いて理解することは苦手
　　→視覚的に理解することは得意
　・抽象的なことの理解は難しい
　　→具体的なことの理解は得意
　・変更は苦手
　　→いつもと同じだと安心出来る
　・経験していないことを想像することは難しい
　　→経験したことはよく覚えている
　・一般化（応用）は苦手
　　→その場で学んだことはできる
　このような障害特性があります。これらの障害特性を踏ま
えて支援が組み立てられています。どんなに熱心に支援して
も障害特性を理解していなければ、２次障害（行動障害のさ
らなる悪化）を招くだけです。強度行動障害を有する人の支
援では、障害特性の理解が何より大切です。

すまいる工房での作業風景（写真６）

好んで行ったパズル（２つ同時）（写真７）

買い物、ファーストフード店で昼食（写真８・９）
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事業企画部事業企画・管理課長　佐藤　孝之

あきらめない支援
— 著しい行動障害等を有する者の受入を開始して11年目を迎えました — 

Ⅰ．受入者数
　平成30年度の受入者数は、これまでの実績や経験、さら

に全国にはまだまだ多くの困難事例があることなどを踏ま

え、年間10人と今までの受入者数を大幅に拡充し（表１）、

また、受入れ利用者は３年以内に地域移行を目指すなど、

高い目標が厚生労働省より示されました。このため、環境

整備や職員の質の確保などが喫緊の課題となっております

が、順次準備を進めるとともに、当法人診療部と連携し、

自閉症の行動特性や行動障害が生じる背景などを把握しな

がら、支援の質の確保やスムーズな受入れに努めています。

表１．強度行動障害者の受入者数と移行者数の推移
（H30.11. １現在）

Ⅱ．受入対象者
　受入対象者についてですが、平成21年度の開始当初は「行

動障害等を有するなど著しく支援が困難な者」と計画に掲

げてありましたが、平成25年度（第３期中期目標期間）以

降では「著しい行動障害等を有する者や精神科病院に社会

的入院等をしている知的障害者」と対象範囲を拡大して受

入れをすることとなりました。受入れる方々は、平成30年

度も引き続き、知的障害と自閉症や精神疾患等を併せ持っ

ており、激しい自傷、他害、器物破損、異食、破衣行為な

どの著しい行動障害で、家庭や障害者支援施設などでの生

活が困難になった方々や精神科病院の入退院を繰り返し、

受入先がなく、社会的入院を余儀なくされている方々を受

入れ、福祉的支援と医療との連携により行動障害の軽減を

図っていきます。

表２．現在、入所中及び平成30年度入所予定の利用者　
（H30.11.30現在）

Ｈ21
実績

Ｈ22
実績

Ｈ23
実績

Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
実績

Ｈ27
実績

Ｈ28
実績

Ｈ29
実績 計 Ｈ30

予定

受入者数 1人

－

18人

7人

3人

1人

4人

1人

3人

3人

2人

1人

1人

1人

2人

－

2人－

－－

10人

2人移行者数

注１）Ｈ30移行者数２人については、H30.11.１現在までの実績である。
注２）移行者数については、移行した年度で整理している。

利用者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

30代以下

30代以下

30代以下

30代以下

30代以下

30代以下

40代以上

30代以下

30代以下

30代以下

30代以下

40代以上

30代以下

30代以下

30代以下

40代以上

30代以下

40代以上

6

6

6

6

6

5

6

6

6

6

6

5

6

6

6

6

6

6

病院

病院

施設

自宅

自宅

病院

病院

自宅

自宅

自宅

自宅

病院

自宅

施設

病院

自宅

施設

施設

診　断　名 利用者の状態
障害
支援
区分

入所前の
住まい

被虐待児症による脳挫傷後遺症
（てんかん精神運動発達遅滞） 他害、粗暴行為

異食、他害

他害、自傷、大声

知的障害、自閉症、てんかん 他害、暴言

知的障害、自閉症、てんかん
他害、パニック、
無断外出、拒食

知的障害、自閉症

知的障害、自閉症

拘り、器物破損、自傷、大声

他害、不潔行為

知的障害、自閉症

他害、脱衣、不潔行為精神遅滞、愛着障害

他害、大声精神発達遅滞、自閉症

パニック、他害、自傷、
器物破損、大声精神遅滞､自閉症

他害、器物破損、無断外出、
暴言知的障害、広汎性発達障害

器物破損、拘り、他害知的障害、自閉症

他害、自傷、不潔行為、脱衣、
肥満

他害、粗暴行為、性的逸脱行為

知的障害、自閉症

知的障害、自閉症、てんかん

知的障害、行動特性から自閉症
の疑い

他害知的障害、自閉症、統合失調症

染色体異常、てんかん、
強度側湾円背

ダウン症、知的障害

知的障害、染色体異常、
てんかん

器物破損、大声、パニック、
反社会的行動

気管支狭窄のため医療的ケア
が必要、自傷、拘り、パニック

脱衣、自傷、奇声、医療的ケア
が必要

　のぞみの園では、重度知的障害者に対する自立支援の取組みとして、平成17年度より自閉症の重い人や著しい行動障害の人た

ちを受入れる準備を始め、平成21年度から受入れを開始しました。この取組みは、平成30年度からの第４期中期目標期間にも引

き継がれ、本年で11年目を迎えました。第４期中期目標期間では、著しい行動障害等を有する者へのモデル的支援の拡充を図る

こと、また、支援にあたっては、本人の特性を考慮した適切な支援プログラムを作成するなど、きめ細やかな対応に努めること

が掲げられました。本稿では、平成30年度の取組み状況についてご紹介させていただきます。
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Ⅲ．受入方法
　受入れから地域移行までの流れは

図１の通りです。まず、援護の実施者

（市区町村）や相談支援センター、障

害者支援施設などからの電話やメー

ルによる問い合わせから始まります

（①）。その後、のぞみの園より利用

者の状況を確認するため、資料の作

成（プロフィール表や障害特性を把

握するためのワークシートなど）を

お願いし（②）、資料が整いましたら

最終的には、援護の実施者より申込みをしていただきます。

（③）。援護の実施者が中心となり、家族、施設、相談支援

センターや病院などの関係機関がチーム（以下「支援チーム」

という。）となって支援することは、のぞみの園から移行後

に地域での生活を支える体制を構築するためには、とても

大切で重要なことと考えています。その後、のぞみの園内で

入所利用審査会や理事会を開催し、利用開始となります（④

⑥）。また、受入予定の利用者については、受入前に職員を

派遣し、支援チームとの支援会議や利用者の面談をしてい

ます（⑤）。これは、のぞみの園でどのような支援が必要か、

また、利用者の状況を資料からではわからない部分を確認

し、効果的な支援を実践するために行っています。さらに、

受入後も、のぞみの園と支援チームで支援会議を開催し、

利用者の状況について、お互いに情報共有を図るとともに、

移行に向けての準備を進めます。（⑦）。また、のぞみの園

では、移行がスムーズに行えるよう、利用者の生活の様子

を撮影したDVDや利用者の支援方法などを記載したサポー

トブックを作成しお渡しいたします（⑧）。

Ⅳ．あきらめない支援
　著しい行動障害の支援にあたっては、一人で悩まずチー

ムで支えることと、「あきらめない」前向きな気持ちが必要

と考えます。そのサポートができればと、のぞみの園では、

困難事例や支援方法に悩んだ場合などに相談できる窓口を

開設しています。また、自閉症をはじめとした、行動障害

のある人に対する入所施設における実践事例集「あきらめ

ない支援」を有償刊行物として販売しています。さらに、

援護の実施者や障害者支援施設などからの要請に応じて、

職員を派遣しコンサルテーションなども無料で実施してい

ます（なお、交通費は依頼者のご負担でお願いします。）の

で、お気軽にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

 国立のぞみの園　事業企画・管理課事業企画係
　 電話：027-320-1366　FAX：
　 E-mail：webmaster@nozomi.go.jp
　 受付時間：月〜金　９：00−17：00

図１．利用者の受け入れから地域移行までの流れ

・擁護の実施者
・相談支援センター
・障害者支援施設
・障害者通所事業所

・病院　etc

のぞみの園

【支援の構築】

①お問い合わせ

②情報収集

③お申し込み

⑤⑦支援会議／面談

⑧地域移行／フォローアップ

（DVDやサポートブックの作成）

⑥
受
入
開
始
／
利
用
契
約

④
入
所
利
用
審
査
会

・効果的な支援
　の実践
・地域移行に向
　けた取組み

内容：自閉症をはじめとした行動障害のある人に対する入所施設における実践事例

集です。比較的年齢の高い人にとっても構造化のアイディアは十分活用でき

ます。

　　　いくつもの失敗を乗り越えながら、チームで取り組んだ具体的な方法を、写

真や図表でわかりやすくまとめました。

【お問い合わせ／お申し込み先】

　国立のぞみの園　研究部研究課
　　　電話：027-320-1445　 〔平日 8：30−17：15〕

　　　FAX：027-320-1391　〔24時間365日受信可〕

図１．利用者の受入から地域移行までの流れ

NEWS LETTER　7



特集 Special edition強度行動障害者への支援

事業企画部研修・養成課研修係長　新井　美栄

平成30年度 強度行動障害支援者養成研修実践報告会の開催
— プログラム — 

　東京会場は10月30日（水）KFC　Hall＆Roomsにて、大阪会場は12月7日（金）エル・大阪にて、それぞれ開催しました。

内容は午前の部は昨年度開催の強度行動障害支援者養成研修フォローアップ研修と同様の実践報告と、事例のディスカッショ

ン、午後は厚生労働省障害者総合福祉推進事業補助金「強度行動障害支援者養成研修の効果的な研修カリキュラム及び運営マ

ニュアルの作成に関する研究」において行った調査の結果報告、意見交換を行いました。参加対象は、上記の内容に沿って、

今回は参加基準を設け、各都道府県で強度行動障害支援者養成研修の講師または携わっている関係者の方、もしくは受講をさ

れている方に限らせていただきました。両会場とも現状での課題に対するアプローチの方法やプログラムの整理、体制整備な

どを克服すべき数多くの課題について意見、情報交換が行われ、行動障害のある人が地域や施設で安心して暮らせるための支

援のあり方を考える場となったことが窺えました。

時 間

10:00～10:10

10:10～10:40

10:40～11:10

11:10～12:30

13:30～14:00

開会　主催者挨拶

実践報告①
服部　敏寛
（社会福祉法人三富福祉会サポートセンターハロハロ）

実践報告②
飯島　尚高
（NPO法人たんと。）

ディスカッション（先進事例の分析）
市川　宏伸（日本自閉症協会）
髙橋　　潔（弘済学園）
片桐　公彦（厚生労働省）
田中　正博（国立のぞみの園）

推進事業調査（報告）

14:00～15:00 研修カリキュラムの改善に関する質疑、意見交換

15:10～16:10 運営方法の改善に関する質疑、意見交換

16:10～16:30 まとめ、閉会

プ ロ グ ラ ム

【東京会場】 （敬称略）

時 間

10:00～10:10

10:10～10:40

10:40～11:10

11:10～12:30

13:30～14:00

開会　主催者挨拶

実践報告①
福島　龍三郎
（社福福祉法人はる）

実践報告②
森口　哲也
（社会福祉法人福岡市社会福祉事業団か～む）

ディスカッション（先進事例の分析）
松上　利男（社会福祉法人北摂杉の子会）
肥後　祥治（鹿児島大学）
片桐　公彦（厚生労働省）

推進事業調査（報告）

14:00～15:00 研修カリキュラムの改善に関する質疑、意見交換

15:10～16:10 運営方法の改善に関する質疑、意見交換

16:10～16:30 まとめ、閉会

プ ロ グ ラ ム

【大阪会場】 （敬称略）
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研究部研究課研究係　佐々木　茜

強度行動障害支援者養成研修実践報告会【東京会場】
— 実践報告の紹介 — 

Ⅰ．相談支援の現場から

　報告者：服部　敏寛氏

　（社会福祉法人三富福祉会　サポートセンターハロハロ）

（１）事例の紹介

　服部氏は、相談支援専門員のお立場から、強度行動障害

者支援の実践例について報告されました。支援対象者は軽

度知的障害を伴う自閉スペクトラム症の方で、激しい自傷

行為への対応にご家族は苦慮していたそうです。特別支援

学校高等部卒業を控えながら、卒業後の行き先、過ごし方

がなかなか決まらない状況でした。

　服部氏は、まず特別支援学校高等部卒業後の生活の組み

立てを行い、週５日の生活介護への通所のほか、週２回、

行動援護による外出支援を計画しました。特に、外出支援

時の自傷行為が頻発することが想定されたため、外出時の

対応に注意を払い、職員の対応を一貫させるための支援手

順書、自傷行為が発生した状況の記録をつける様式を作成

しました。

　サービス開始後２週間を経過した頃には、予想されてい

た自傷行為が頻発したため、すぐに関係者会議を行い、記

録を元にした自傷行為の要因分析を行いました。その結果、

対象者の自傷行為には①極度の不安、②回避目的、③要求

目的の意図があるのではないかということがわかりました。

また、④分析不可（原因が不明であるもの）の自傷もあり

ました。そこで、①〜④の要因についてそれぞれ対策を考

え、プランを変更することとしました。

　例えば、①の不安、②の回避、③の要求に対して、外出先

を決める時には、視覚情報の処理が得意という対象者の特

性に配慮し、視覚的に理解しやすい資料を用意し、丁寧な

説明を行いました。また、④の分析不可については、当面は、

服薬調整や激しい自傷時の緊急入院を視野に入れることに

しました。その際、家族と医療機関を交えた連絡を密に行

うことや、入院をした際には、幻聴・幻覚の可能性を視野

に入れた見立てを行うことについての計画も確認しました。

　こうした支援を継続したところ、自傷行為は減少してい

きました。また、記録を長期にわたり継続したことで、年

間を通した変化の見通しが立つようになりました。例えば、

楽しいイベントの後は好調になり、喪失感があったときに

は落ち込むといった傾向が見えてきたため、新たな楽しみ

を用意するなどの生活ベースのアプローチが中心になって

　今年度、当法人では障害者総合福祉推進事業補助金「強度行動障害支援者養成研修の効果的な研修カリキュラム及び運営マニュ

アルの作成に関する研究」において、強度行動障害支援者養成研修(以下、強行研修)の見直しを行っています。研究事業の一環

として、去る平成30年10月31日(東京会場)及び12月７日(大阪会場)に、「強度行動障害支援者養成研修実践報告会」を開催しま

した。東京会場の実践報告では、社会福祉法人三富福祉会サポートセンターハロハロの服部敏寛氏と、NPO法人たんと。の飯島

尚高氏より、先駆的な強度行動障害者への支援に関する実践例の報告が行われました。本稿では、東京会場の実践報告の概要に

ついて紹介します。
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きたそうです。

（２）強度行動障害者支援に対して思うこと

　服部氏は、「相談支援事業所が強度行動障害支援者養成研

修を終了しているとこんな良いことがあります」として、

以下のポイントを話されました。

①事業所からの相談に乗りやすくなる。

　他のサービス提供事業所の方からは、「強行研修を受講し

て強度行動障害者支援の考え方を理解している相談員は、

格段に話しやすい」という声が増えた。

②様々なツールを活かしてストレングスモデルで会議(事例

検討)が進行できる。

　氷山モデルの活用によって、表面的な問題だけではなく

水面下の特性にどう対応するかという観点から難しい課題

に向かい合い、共通の言語で事例検討をすることができる

ようになった。

③本人の強みを活かすための合理的配慮事項を関係各所に

論理的に説明できる。

　本人の苦手さを改善することばかりに目が向いている事

業所に対して、対象者への配慮事項を論理的に説明できる

ようになった。

④医療との適切な連携体制が作りやすくなる。

　医療機関にどのような説明を行ったら良いか理解でき、

双方向の協力関係が強まった。

　強度行動障害のある方の地域生活を支えるには、チーム

支援が欠かせません。支援チームのマネージメントの中心

となる立場である相談支援専門員が、強度行動障害者支援

の考え方を理解していることで、支援チーム全体が同じ方

向を見て支援対象者を支援しやすくなることが示された実

践報告でした。

Ⅱ．生活介護事業所の取組

　報告者：飯島　尚高氏

　　　　　（NPO法人たんと。)

　飯島氏は、運営されている法人には強度行動障害を有す

る人が多く利用されていて、このような利用者に合った余

暇活動や、個別外出の支援を行うほか、強度行動障害の対

応で困っている他の事業所にコンサルテーションに入り、

支援に関するアドバイスを行っているそうです。今回の実

践報告では、コンサルテーションを行った際に関わった事

例について報告されました。

（１）事例の紹介

①生活介護事業所へのコンサルテーション

　飯島氏は、地域のある生活介護事業所から、「他害や破壊

行動があり対応に困っている利用者への対応を教えてほし

い」と依頼され、コンサルテーションを開始しました。

　開始当初は、職員の間に他者から助言を受けることや、「一

人の利用者を特別扱いするのか」と反発があったそうです。

飯島氏は、「職員の皆さんが支援の考え方を学ぶために、ま

ずは一人の利用者を対象としてやってみましょう」と働き

かけ、物理的構造化、ワークシステム、ルーチン、視覚的構

造化といった強度行障害者支援の基礎を身につけてもらう

ことから始めました。１週間ごとに宿題を出し、結果を検

証するOJTを繰り返し、知識の普及を図ったとのことです。

そうすることで、１対１の支援が欠かせなかった対象者が、

スケジュールに沿って一人で行動できることが増えたそう

です。こうした対象者の変化を体感することで、事業所職

員全体に安心と気持ちの余裕が生まれました。

　こうした実践を積み重ねることで、事業所全体に変化が

生まれ、この飯島氏のコンサルテーションを受けた事業所

では、強度行動障害者の受入れが２人から５人に増加した

そうです。さらに、このような強度行動障害者を受入れら

れる事業所を増やしていくことで、強度行動障害を有する

人の受入れ先が見つからなかった状況から、少しずつ行き

先を見つけられるようになるといった地域全体の変化にも

繋がりました。

②医療と連携したコンサルテーション

　続いて報告された事例の対象者は、気に入らないことが

あると自宅の物を破壊する行為が見られ、対応に苦慮され

ていた事例です。破壊行為の原因が分からないため、その
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場しのぎの対応にならざるを得ず、最終的には精神科、医

療機関への入院を繰り返す状況だったそうです。

　そんな中、依頼を受けて飯島氏がコンサルテーションを

開始し、破壊行為の原因を分析したところ、自分の思いを

うまく伝えられないことが破壊行為の原因として見えてき

ました。そこで、入院期間を利用して、対象者のコミュニケー

ション能力のアセスメントを行いました。PECSなどのコ

ミュニケーション代替ツールを導入したところ、対象者が

食べたい物を知らせる、気分に合わせて飲み物を選べるよ

うになるなど、適切にコミュニケーションを取れることが

増えました。それに伴い破壊行動も減少し、退院後も事業

所内で、自立して活動できる時間も増えていきました。

（２）強度行動障害者支援に対して思うこと

　飯島氏は、「研修を受けていても、支援現場でその知識を

どのように実際に使っていくのかがわからない」という支

援現場の課題を重要視し、強度行動障害支援者養成研修受

講後のフォローアップの仕組みや、経験者が自分の事業所

を超えて他の事業所や地域をサポートしていくような取組

みができるようになることが、今後のポイントだと話され

ました（下図）。

　地域によって、強度行動障害者への支援力には差があり

ますが、細やかなコンサルテーション活動を通して、強度

行動障害のある方の地域の居場所を広げていく様子を知る

ことができる報告でした。

Ⅲ．事例報告へのコメント

　事例報告後、報告事例についてディスカッションを行い、

障害者総合福祉推進事業の検討委員、ワーキンググループ

の構成員などから、実践報告に関連して発言のあったコメ

ントの一部を紹介します。

・様々な現場で強度行動障害者支援に関わる際に重要なこと

は、支援の一貫性である。そのことがきちんと伝えられ

る相談支援専門員やコンサルテーションできる人を、全

国的に増やしていかなくてはならない。

・行動障害が激しくなり、対応に困るのは思春期以降だが、

幼児期から芽がある。児童期からの予防的関わりが大事。

様々な場で強度行動障害に関する共通の知識が浸透する

ことが重要。

Ⅳ．おわりに

　実践報告会午後のプログラムでは、強度行動障害支援者

養成研修のカリキュラムや運営方法に関して、参加者同士

でグループディスカッションを行い、意見を頂戴しました。

頂戴した意見については、13ページをご覧ください。また、

大阪会場の実践報告内容につきましては、次号のニュース

レターにてご紹介いたします。

　最後に、ご多忙の中、事例報告を快く引き受けてくださ

いました報告者のおふたり、ディスカッションにてコメン

トをくださった登壇者の皆様に、この場を借りて厚く御礼

申しあげます。

学びと実践を繰り返す仕組みが地域
を強くするが、核になる人材が少な
く研修を実践で活かせきれていない
と感じています。

OJT OJT OJT
強度行動障害支援者
養成研修
【基礎研修】

強度行動障害支援者
養成研修
【実践研修】
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Ⅰ．なぜ研修のカリキュラムを新しくするのか
　平成 25 年につくられた強度行動障害支援者養成研修（以下、

強行研修）は、平成 30 年度の障害者福祉サービス等の報酬改

定により、加算対象事業が新たに５つ追加されました（下図）。

これにより、各地方自治体では、これまでよりも多様な職種

や経験を持つ受講希望者が増加することが見込まれるため、

カリキュラムや運営方法を今一度見直すこととなりました。

Ⅱ．新たなカリキュラムをつくる過程
　新たなカリキュラムをつくるにあたっては、「みんなでつく

る」をテーマに、大きく次の３つの取組を行いながら進めて

いくことにしました。

①アンケートの実施

　平成 30 年８月に、都道府県の強行研修担当者を対象に行い、

研修への意見等を収集しました。

②実践報告会の開催（前頁参照）

　都道府県研修の企画・運営・講師等を対象に参加を募り、

新カリキュラム案等について意見を収集しました（10 月東京・

12 月大阪にて）

③委員会などの開催

　研究検討委員会及びワーキンググループを設置し、カリキュ

ラムや研修の運営についての議論を延べ８回程度行いながら、

新カリキュラム（案）や運営マニュアルを作成していきます。

研究部研究課研究係　村岡　美幸

強度行動障害支援者養成研修の効果的な研修カリキュラム及び運営マニュアルの作成に関する研究
— 新カリキュラム（案）作成方法と改定ポイント — 

　平成30年度障害者総合福祉推進事業補助金「強度行動障害支援者養成研修の効果的な研修カリキュラム及び運営マニュアルの

作成に関する研究」の概要については、第58号で紹介したとおりです。本稿では、研究の概要を簡単に振り返りつつ、検討委員

会及び運営マニュアルワーキング、カリキュラム作成ワーキングを通してまとまった、現時点での新カリキュラム改定のポイン

トと、10月の実践報告会（詳細は前頁参照）で行った本研修のカリキュラム等に関するディスカッション内容の一部をご紹介し

ます。

（敬称略）
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Ⅲ．カリキュラムの改定ポイント
　—アンケート・検討委員会・実践報告会を通して—

　都道府県アンケートを実施した結果、現行の強行研修カ

リキュラムに改善の必要性を感じている自治体研修担当者は、

全体的には３割程度でしたが、カリキュラムごとに見ると、「構

造化」「固有のコミュニケーション」「行動障害の背景にある

もの」「危機対応と虐待防止」で、４割から５割の人が改善の

必要性を感じていることが分かりました（下図）。具体的には、

体験や演習の時間を増やして欲しいという要望が多く聞かれ

ました。

　検討委員会やワーキングでは、調査の結果に加え、各自

の講師経験等も踏まえながら、強行研修に欠かせないキーワー

ドについて検討を行いました。

　実践報告会では、実践の報告だけではなく、強行研修に

おける課題や新カリキュラム案に対する意見等を参加者同士

がグループになって交換し、まとめ、発表してもらいながら、

会場全体で情報を共有する時間を設けました。参加者からあ

げられた意見等の一部を、下記にご紹介します。

　なお、今回の改定では、次の３点は従来通り変更しないこ

ととしています。

①基礎・実践 12 時間ずつ。

②行動援護研修とは分けない。

③特に基礎研修は、初心者でも内容が理解できる基礎的なも

のとする。

　以上を踏まえ今回は主に、下記（上段）のとおり改定する

方向で、また、行動障害のある障害者の状態像や支援技法に

関する知識がない受講者でも、学びやすい研修となるよう、

下記（下段）のようなストーリー性を持たせる方向で、新カ

リキュラム（案）作成の作業を進めています。なお、テキス

ト動画等の教材作りは、次年度以降に取り組む予定です。
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　現代社会において、心の健康の問題はきわめて重要な問

題となってきており、教育の現場・医療機関、その他一般

企業等も含めて、様々な場所においての心理職の活用促進

が喫緊の課題になっています。そんな状況を受け、心理学に

関する専門的知識及び技術をもつ公認心理師の資格が創設

され、公認心理師法が平成29年９月15日に施行されました。

その公認心理師法で、公認心理師になるために必要な科目

が規定されており、特にその中で「実習科目」については、

「心理に関する支援を要するものなどに対して支援を実践す

ること等を行うもので、実践力の高い人材を養成する上で

非常に重要な科目」と位置づけられています。その受入れ

に関する協力依頼の通知（資料参照）が、文部科学省・厚

生労働省の連名で発出されており、その中で文部科学大臣・

厚生労働大臣が定める実習先として、「独立行政法人国立重

度知的障害者総合施設のぞみの園法に規定する独立行政法

人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園」と記載されて

いるところです。それを受け、当法人内において、公認心

理師養成に関する実習受入れについて、具体的な検討を行っ

てきました。

　実習概要は、対象として大学と大学院があり、それぞれ

規定される実習内容等が異なります。具体的には、大学で

は見学等が中心になっており、大学院では見学だけでは無

く、支援の実際が要求されます。実習場所は、保健医療、

福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働の５分野（主要５分野）

が規定されており、当分の間は医療機関を必須とすること

となっています。大学は医療機関のみで行うことも認めら

れますが、大学院は医療機関の他に、主要５分野のうち３

分野以上で行うことが望ましいとしています。実習時間は

大学80時間以上、大学院450時間以上とされています。実

習指導者については、大学は実習生15人に対して１人以上、

大学院は実習生５人に対して１人以上となっています。当

法人では、検討の結果、来年度は大学を対象とした実習の

受け入れを行うこととしました。

　大学の実習80時間以上については、先に述べたとおり、

医療機関が必須になっており、主要５分野のその他の分野

との合計時間が80時間を超えることで良いとされているこ

とから、当法人ではそのうちの35時間を実習時間として想

定し、５日間で行うプログラムとしました。実習の趣旨が「心

理に関する支援の必要なものを理解する」という観点であ

ることから、総合施設としての機能を生かしたプログラム

として、法人内の障害児・者支援を行う生活支援部・診療

部(看護課・発達支援課)・地域支援部(就労・活動支援課)の

３部を通じて実習を行い、多岐にわたる障害者支援の実際

に関わってもらえることを重点とし策定しました。

　新しい分野の実習であるため、今後、受け入れ人数や実

際のプログラム・時間配分などについて、大学側と検討を

行い、よりよいものとして提供できるよう研鑽していく所

存です。また、将来的には、国立の肩書きを持つ総合施設

として、より専門性の高い大学院の受け入れについても視

野に入れ、検討を行っていく予定です。

公認心理師養成に関わる実習受入
事業企画部次長　古川　慎治
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　当法人では、国立障害者リハビリテーションセンターで

実施されている発達障害者地域支援推進事業の柱のひとつ

である実地研修のうち、いわゆる「触法」分野における実

地研修を当法人内において12月５日（水）〜６日（木）の

２日間にわたり実施しました。この実地研修は発達障害者

支援に関し、地域のリーダーとしての活躍が期待される者

が、困難事例に対応するためのノウハウを体験的に学ぶこ

とを目的とし、開催されたものであり、本稿ではこの取組

みについてご報告をさせていただきます。

Ⅰ．発達障害者地域支援推進事業について
　発達障害者地域支援推進事業は厚生労働省が取り組む発

達障害者支援施策のひとつであり、より多様化が見込まれ

る支援ニーズに対し、すべての地域で実効性のある取組み

が行われるよう「発達障害者支援センターや発達障害者地

域支援マネージャーが抱える困難事例に係る支援」「困難事

例への先進的な支援を行う事業所における実地研修の普及

支援」を行うものとして創設されたものです。

　この事業の中で、発達障害者地域支援推進事業実地研修

は発達障害に対する理解を深め、その専門性を高めるため

国が指定した民間施設等において、発達障害者支援センター

職員等を対象として実施されています。

　発達障害者地域支援推進事業の柱は４つであり、①困難

事例の現状把握と協働、②好事例収集・分析、③実地研修、

④ブロック研修であり、そのイメージは下図のようになり

ます。

　国立障害者リハビリテーションセンターが、これまでに

47都道府県および、20の政令指定都市の発達障害者地域支

援マネージャーおよび、発達障害者支援センター向けに実施

した困難事例の調査結果では、苦慮している困難事例は「家

国立障害者リハビリテーションセンターとの連携
－「発達障害者地域支援推進事業実地研修」をのぞみの園において開催－

地域支援部長　小林　隆裕
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庭内暴力」「ひきこもり」「強度行動障害」が多く、地域のリー

ダーとして必要な要件としては「アセスメント」「障害に関

する知見」であり、それらを踏まえた形で実地研修やブロッ

ク研修が組まれています。また、いくつかの地域で困難事

例を規定しているところもあり、「触法」は最初から困難事

例として規定をされていることが多いことからも実地研修

として取り組まなければならない課題として位置づけられ

るものでした。これらの状況から「触法」分野の実績を持

つ当法人に対して協力が求められ実地研修を行ったものと

なりました。

Ⅱ．当法人における実地研修プログラム
　発達障害者地域支援推進事業実地研修として当法人にお

いて実施された実地研修は、国立障害者リハビリテーショ

ンセンターの発達障害情報・支援センターを窓口に９月に

は募集が開始され、第１回目を12月５日（水）〜６日（木）

の２日間にわたり実施しました。募集に当たっては困難事

例、支援を行っている対象者の事例を所定の書式に記載し

ていただき提出をすることが前提となりました。参加者自

らが抱える事例のうち「触法」はその対応のノウハウの蓄

積が無く、持ち寄った事例を実地研修において経験のある

当法人職員等による検討を行い、対応方法や支援方法にお

いて助言を行う事によって解決の糸口を少しでも持っても

らえるようにするための取組みとしました。

　研修の１日目はオリエンテーションに続き、参加者の持

ち寄った事例を検討し、生育暦や環境、障害などから分析

をし、事例の対応方法について援助、助言を行いました。

加えて、事例検討の時間中に当法人における10年の取組み

を報告すると共に、対象者の理解や、福祉で支援をするた

めの基本的考え方、支援の基本原則等を参加いただいた皆

さんにお伝えしました。

　２日目は現在入所中の当事者から、話を聞く中で「触法」

といわれる行為に至った人が福祉的な支援を受けた後に何

をきっかけに変容を遂げてきているのか体験的に学ぶ時間

も設定をしました。

Ⅲ．参加者からの感想として
　参加を頂いた方からの感想は「参加して良かった」「アセ

スメントの上で、個人年表から読み解くという発想がこれ

までの自分には無かった」「アセスメントは本人と共に作っ

ていくことは基本だけど大事」「犯罪サイクルは勉強になっ

た」「再犯時の対応を事前に検討しておきたい」「レベルの

高い支援をしている事がわかった」「時間はかかるだろうけ

ど現在担当をしている方が、どうしてこういう状況に達し

てしまったのか本人の語りから聞いてみたい」「当事者から

話を聞けたことは大変有意義であった」等、非常にこの研

修に対して好意的で今後の支援についても建設的な意見が

聞かれ、この研修を受けることにより参加者がエンパワー

された様子が伝わってきました。

Ⅳ．今後の取り組み、予定
　国立障害者リハビリテーションセンターの発達障害情報・

支援センターでは当法人で行った実地研修を今後も継続し

て行っていく予定でおります。申込み先は当法人では行っ

ておりませんので、下記の連絡先に直接お問い合わせくだ

さい。

　〒359-8555　埼玉県所沢市並木４丁目１番地

　国立障害者リハビリテーションセンター　

　発達障害情報・支援センター　加藤　潔発達障害支援推進官

　電　話　04-2995-3100（内2595）

　ＦＡＸ　04-2995-3137

　E-mail　kato-kiyoshi@rehab.go.jp

　（平成30年度については、平成31年１月23日（水）、24

日（木）、平成31年２月６日（水）、７日（木）にも実地研

修を予定しています）

　発達障害者の支援においては、今後も国立障害者リハビ

リテーションセンターとの連携を継続し、協力関係を発展

させていきたいと考えています。
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一方ESBLとは、基質特異性拡張型β−ラクタマーゼのこと

です。β−ラクタマーゼとはペニシリン系、セフェム系な

どいわゆるβ−ラクタム薬を分解して抗菌活性を無効にす

る酵素です。ESBL産生菌は、MRSAと同様、多剤に耐性

の細菌で、院内感染の重要な原因菌のひとつです。ESBLを

産生する菌は大腸菌などのグラム陰性桿菌です。この菌は

尿や便、創部などの病変や水回りの環境に生息します。し

たがって尿道カテーテルの不適切な取り扱いで、院内感染

として広がることがあります。

薬剤耐性と院内感染
　専門的となりますが、細菌の薬剤耐性メカニズムとして

は、１）細菌を覆っている膜を変化させて、薬が入りにくく

する。２）細菌に入って来た毒を外に汲み出してしまう。３）

抗菌薬が作用する部分を変化させ、抗菌薬が入って来ても

効果が出ないようにする。４）細菌に届く前に化学変化で

分解してしまう。５）大量の液で細菌自体を覆い、薬から

身を守る。この１）から５）の耐性機構は、細菌が本来持っ

ていたり、他の細菌から譲り受けたり、抗菌薬投与で誘導

されたりします。また人的な要因で耐性菌を増殖させてし

まうこともあります。それは不適切な抗菌薬の投与により、

薬剤耐性菌以外の細菌が減少し、薬剤耐性菌が増殖しやす

い環境となり耐性菌が増殖し広がっていきます。抗菌薬の

開発と細菌の耐性獲得はいたちごっこです。人類が新たな

抗菌薬をいくら開発しても、細菌は新しい薬剤に対して次

から次へと耐性化してしまうのです。

　今回の耐性菌感染としては、喀痰ではMRSA、尿では大

腸菌ESBLが多く、褥瘡ではMRSAと大腸菌ESBLが共に半

数ずつとの結果でした。一般に耐性菌が伝搬する経路とし

ては、①患者さんから患者さんへ、②患者さんから院内環

境を介して患者さんへ、③患者さんから医療器具を介して

患者さんへ、④患者さんからスタッフを介して患者さんへ

の４つのルート（図1）が考えられます。院内感染対策とし

て重要なことは、患者さんへの伝播防止と感染症発症のリ

スク軽減であります。

　平成30年８月、某国立大学病院で、入院患者さん15人か

ら抗菌薬が殆ど効かない多剤耐性アシネトバクターが検出

され、８人が死亡したと新聞に報道されました。これは集

中治療室を中心に院内感染が広がった可能性が高いと考え

られています。耐性菌の恐ろしいところは、目に見えない

ことで、検査をしなければ存在を確認する事は出来ず、知

らない間に広がる可能性がある点です。また、いったんア

ウトブレイクが起こると、封じ込めに多大な労力とコスト

がかかります。更に耐性菌による院内感染は医療事故と考

えられる事が多いため、医療施設としては重く受け止め、

今回当法人内診療所での感染症、特に耐性菌感染について

調べてみました。

　平成29年度（平成29年４月−平成30年３月）に感染症に

罹患し、細菌培養検査を行い感染の原因として検出された

細菌につき検討しました。細菌の検出検体は、喀痰42例、

尿27例、褥瘡11例、便３例、その他５例でした。検出頻度

が高い細菌としては、喀痰では緑膿菌、セラチア菌、尿で

は大腸菌、腸球菌、褥瘡ではプロテウス菌、肺炎桿菌の順

でした。耐性菌については、喀痰では、MRSA ４例、大腸

菌ESBL ３例、インフルエンザ菌(BLNAR) ２例、尿では大

腸菌ESBL ６例、MRSA ３例、肺炎桿菌ESBL １例、褥瘡

ではMRSA、大腸菌ESBLが共に2例でした。これら耐性菌

の検出状況は、散発的に認められていましたが、検出され

た耐性菌は、MRSAと大腸菌ESBLが多く、院内感染によ

るものが疑われます。

注）BLNAR：β−ラクタマーゼ非産生アンピシリン耐性

　耐性菌のうち多く認められた、MRSA感染症とESBL感

染症につき説明します。MRSAとはメチシリン耐性黄色ブ

ドウ球菌という意味ですが、実際はペニシリン系、セフェム

系、アミノ配糖体系など多くの抗菌剤に耐性を持った菌で、

治療に難渋する菌です。MRSAは健康な人でも、身体の至

る所（鼻腔、便、皮膚）にいることがあります。MRSA感

染症を起こしやすい人は、抗菌薬を長期間使用する場合、免

疫不全の人に起こりやすいと言われ、重い感染症としては、

肺炎、腸炎、敗血症などや褥瘡を悪化させることもあります。
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るため感染拡大のリスクが高い、障害者では

衛生管理、感染対策への協力が得られにく

い、などの特徴を有しています。したがって

特に耐性菌感染の場合は、起炎菌の陰性化が

証明されなければ、生活寮への退院は躊躇さ

れます。特に肺炎の起炎菌が薬剤耐性菌の場

合は、隔離管理を原則としており、喀痰吸引

等の処置で入室する際のガウン・マスクの着

用および感染廃棄物の分別処理、手指消毒の

励行をしっかり遵守することが大切です。一

方、感染患者の隔離解除は、原則として連続

2回の細菌培養検査で陰性の結果となること

を条件としています。また治療面でも使用抗

菌剤の選択および投与量・投与期間も重要で

あることは言うまでもありません。

　一般に頻度の高い感染源としては、１）潜

伏期にも感染力がある感染源（麻疹、イン

フルエンザなど）、２）感染源を封じ込めることが困難な感

染症（MRSA保菌者など）、３）感染経路を遮断すること

が困難な感染症（空気感染など）、４）少量の微生物でも感

染が起こりやすい感染症（ノロウイルスなど）、５）感染伝

搬の強い感染症（インフルエンザなど）、６）薬剤耐性菌

（MRSA、多剤耐性緑膿菌など）がありますが、最近の院

内感染の特徴は、抵抗力が弱い患者さんに発生しやすいこ

と、薬剤耐性菌や弱毒菌によるものが少なくないこと等の

特徴があります。

　今回の感染症例について、薬剤耐性、院内感染を中心に

検討しました。しかし障害者施設において更に重要な感染

症としては、インフルエンザ、ノロウイルスなどウイルス

の施設内感染です。対策としては季節性インフルエンザに

対しては障害者および支援者全員へのワクチン接種の予防

策および罹患した障害者が所属する寮の活動停止（当法人

では罹患した患者さんの隔離は困難である）、ノロウイルス

に対しては嘔吐物処理法について、反復指導を職員に実施

しています。更にウイルス感染が疑われて診療所受診の際

は、感染室での診察となりますが、診療所内での診察室ま

での導線を一般受診者と別にしており、隔離部屋での診療

を原則としています。これらの対策により感染拡大を最小

限に食い止める様に努めています。ちなみに平成29年度は

インフルエンザ10人、ノロウイルス５人の感染者数でした。

今後も感染症の院内感染を防止するために、支援者および

診療部職員が連携して努めていきます。

図１．耐性菌の伝播ルート

院内感染対策
　接触感染に対する標準予防策としては、イ）手洗い／手

指衛生の励行と手袋の着用、ロ）呼吸器の防護（マスク）

の着用、ハ）防護具（手袋、エプロン、ガウン）の着用、ニ）

患者さんのケアに用いられる器具や物品の管理、ホ）リネ

ンや洗濯物の管理、ヘ）皿、コップ、グラス、その他使用

する食器の管理、ト）日常および定期的な清掃、管理が予

防策の基本です。また耐性菌を減少させるためのシステム

として、定期的な耐性菌報告システム（診療所では毎週）、

耐性菌に対する投与抗菌薬の定期的な報告（月１回の感染

対策委員会にて）を行っています。これらの管理運営によ

り、現在まで耐性菌のアウトブレイクは回避されています。

耐性菌発生の現場において大切なことは、耐性菌を広げさ

せないための対応だと思います。それには、まず病原微生

物が接触感染により伝播する耐性菌か、空気感染する微生

物かを知ることが必要です。今回のMRSA、ESBLは共に

接触感染であり、感染予防策としては、標準予防策＋接触

予防策が必要です。すなわち手洗いによる手指衛生、個室

または集団隔離が望ましく、患者さんの部屋へ入室時は、

防護具（手袋・エプロン・ガウン）の着用を行い、患者さ

んごとに専用の器具の使用を行うことです。これら感染予

防策をスタッフ全員で遵守することにより、耐性菌の院内

感染は最小限にとどまっていると考えています。

　法人内の入所者は抵抗力が弱い高齢者が多く、感染する

と重症化しやすいと考えられます。更に集団で生活してい

松本哲哉：耐性菌の話題と現場での対応より
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平成30年度　調査・研究の進捗状況
（厚生労働科学研究費補助金）

研究部研究課研究員　岡田　裕樹、古屋　和彦

Ⅰ．「総合支援法の見直しに向けたサービスの実態の把
握及びその効果の検証のための研究」

　平成28 〜 29年度に厚生労働科学研究で実施した「障害

者福祉施設及びグループホーム利用者の実態把握、利用の

あり方に関する研究」において、障害支援区分５・６の重

度障害者の利用者が増加しており、同事業が重度等に対応

せざるを得ない状況にあることがわかりました。一方、共

同生活援助利用者の４割を占める障害支援区分なし、区分

１、区分２の利用者は、短期間の入退所の割合が高い状況

です。さらに、企業等で働きながら共同生活援助の継続利

用を望む者も多く、同事業に対するニーズの多様性が明ら

かになっています。このような背景を踏まえ、平成30年度

から重度の障害者への対応や地域生活、就労の継続に対応

する新しいサービスが創設されました。新たに創設される

自立生活援助や就労定着支援等との関係を含め、実態調査

を行う必要があると考えられます。

　そこで本年度は、平成30年度より新たな類型として実施

される障害福祉サービス、さらには支給決定状況として拡

大されるサービス等について、その効果の検証を行うこと

により、今後の法改正や報酬改定に際しての基礎資料とす

ることを目的に、以下の４つの調査・研究を行います。

Ⅰ−１．「日中サービス支援型共同生活援助事業の実施に
向けた共同生活援助事業所の実態調査」

　平成30年度から、共同生活援助の新類型である日中サー

ビス支援型共同生活援助事業がはじまりました。この新サー

ビスの効果や課題を検討するうえで、共同生活援助事業所

における重度障害者の実態調査を行う必要があります。そ

こで本年度は、全国のグループホーム運営事業所6,570か

所に対し、①グループホーム利用者の基本情報、②グルー

プホーム職員の基本情報、③グループホームでの加算取得

状況について、アンケート調査を行っています。

Ⅰ−２．「重度障害者等包括支援事業のサービス利用の実
態調査」

　重度障害者等包括支援事業（重度包括）は、仕組みが誕

生してから10年以上が経過していますが、全国で30人程度

の利用実績しかなく普及が進んでいません。平成28年度に

厚生労働科学研究で実施した「障害者福祉施設及びグルー

プホーム利用者の実態把握、利用のあり方に関する研究」

において、利用者全員が重度・最重度の知的障害があり（Ⅰ
類型の利用実績なし）、様々なサービスを組み合わせた支援

を受け、いくつかの事例では包括的支援の特徴を活かした

運用が行われていることが明確になりました。一方、事業

所の運営上の課題は大きく、度重なる制度改正に取り残さ

れる、煩雑な事務負担が大きいといった課題も明確になり

ました。本年度は、重度障害者等包括支援の次期報酬改定

を踏まえ、利用者の増加している事業所及び３人以上の利

用者が前回調査以降も継続している事業所６か所に対し、

ヒアリング調査を実施し、事業所の運営状況及び利用実態

を明らかにすると共に、重度障害者の支援のために必要な

改善点等の課題を明らかにしていきます。

　のぞみの園では今年度、厚生労働科学研究費補助金、障害者総合福祉推進事業補助金、社会福祉推進事業補助金等の、厚生

労働省による補助金研究を５テーマ実施しています。その内、厚生労働科学研究費補助金では、「総合支援法の見直しに向け

たサービスの実態の把握及びその効果の検証のための研究」、「障害者の福祉的就労・日中活動サービスの質の向上のための研

究」の２テーマを実施しています。この２テーマは更に細分化され、５本の調査・研究、ガイドラインや好事例集の作成など、

多岐にわたっています。そこで今回は、この２テーマの取組みについてご紹介いたします。
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調査・研究 調査・研究

Ⅰ−３．「共同生活援助、施設入所支援、宿泊型自立訓練、
居宅介護支援事業所における自立生活援助に関
する実態調査」

　定期的な巡回訪問や随時の対応等によって、障害者の地

域生活を支援する新たなサービスとして「自立生活援助」

が、平成30年４月の障害者総合支援法報酬改定に伴い創設

されました。主なサービス提供者は相談支援事業所と想定

されますが、それ以外の共同生活援助、施設入所支援、宿

泊型自立訓練、居宅介護事業所等について、サービス開始

後の実施状況や課題等について把握し、自立生活援助の全

体的な検証を行うことが必要と考えられます。本年度は、

各都道府県、政令指定都市、中核市の上記４事業の自立生

活援助の指定状況等を調査し、その全体像を把握します。

さらに、サービスを提供している事業所を抽出し、現在の

サービスの実施状況や課題等についてヒアリング調査を行

い、現時点での実態も把握していきます。

Ⅰ−４．「重度訪問介護の訪問先拡大に関する支援、利用
状況等についての実態調査」

　今年度の報酬改定に伴い、重度訪問介護はサービスの対

象が拡大（医療機関に入院時の支援が可能）となりました。

重度や医療的ケアが必要な利用者の支援に係る重要なサー

ビスである重度訪問介護について、対象拡大後の状況を中

心に、サービスの実施状況や課題等について把握し、検証

を行うことが必要と考えられます。今年度は、サービスの

対象が拡大となった重度訪問介護について、サービス提供

者である居宅介護事業所や利用者等を対象に、対象拡大し

たサービスについての実態把握及びその効果の検証を行う

ことを目的に、障害者団体、居宅介護事業所等を対象に、サー

ビスの実施状況や利用者のニーズ等についてヒアリング調

査を行います。

Ⅱ．「障害者の福祉的就労・日中活動サービスの
質の向上のための研究」　

　平成29年度厚生科学特別研究事業「障害者の福祉的就労・

日中活動サービスの実態把握及び質の向上に関する調査研

究」において、障害者の福祉的就労と日中活動を提供する

中心的役割を担う就労継続支援Ｂ型事業（以下就労Ｂ型）、

生活介護事業（以下生活介護）についての実態把握を目的

として、全国の事業所4,000か所を対象としたアンケート

調査を実施し、調査結果から、高齢や重度の利用者の支援、

長距離の送迎支援、工賃の向上や地域の社会資源の不足等

の課題があることが明らかになりました。

　本年度は、平成30年度厚生労働科学研究「障害者の福祉

的就労・日中活動サービスの質の向上のための研究」とし

て、就労Ｂ型、生活介護の活動内容の標準的なものや地域

特性に応じた取組み等を整理し、今後の福祉的就労・日中

活動サービスの質の向上につなげるためのガイドラインや

好事例集等を示すことを目的としています。具体的には、

以下の方法によって調査研究を実施します。

①自治体を対象としたアンケート調査及びヒアリング調査

　全国の都道府県、政令指定都市、中核市121自治体を対

象に、就労Ｂ型、生活介護事業所に関する状況や課題につ

いてのアンケート調査及びヒアリング調査を実施します。

②事業所を対象としたヒアリング調査

　全国の就労Ｂ型、生活介護事業所を対象に訪問し、利用

者の状況や具体的な実践内容、地域との連携等についてヒ

アリング調査を実施します。

　　

　以上２年間にわたる研究の報告の場として、「研究報告会　

障害者の福祉的就労と日中活動サービス−就労継続支援Ｂ

型・生活介護の事業と支援のあり方について−」を開催い

たします。詳細は以下になります。

　

　これらの研究を行う上で、全国の事業所、自治体等多く

の方々からご協力をいただいております。今後も当法人の

調査研究へのご助言、ご協力をよろしくお願いいたします。
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共に生きる

Column

第 16 回のぞみふれあいフェスティバル実行委員長　川田　圭祐

　当法人では、のぞみの園の現状や利用者の様子を地域の

皆様に理解していただくために、一年に一度、園内を開放

して「のぞみふれあいフェスティバル」を開催しておりま

す。

　このフェスティバルも、のぞみの園の利用者やご家族、

職員並びに地域の方々が、楽しみながら交流できるイベン

トとして恒例となり、16回目を迎えることができました。

毎年、楽しみにしてくださる方も多く、年々、期待度が高

くなっているようです。

　今年は、「笑い愛　わかち愛　ささえ愛　愛でつながる

地域の輪」をスローガンに、当法人の各部から選出された

35人の実行委員により、フェスティバルの会場全体が愛で

つながるような様々なイベントを考え、フェスティバルの

成功のため、万里一空の思いで準備を進めて参りました。

　本稿では、当日の様子について紹介いたします。

　開会式は、頼政太鼓のオープニングから始まり、深代理

事長による主催者挨拶や高崎市市議会議長、地元地域の区

長会長からのご挨拶をいただき、のぞみの園利用者代表の

方が開会を宣言いたしました。

　ステージでは、高崎頼政太鼓の演舞、プロマジシャンの

マジックショー、高崎健康福祉大学高崎高等学校ダンス

部によるパワフルなダンス、群馬のご当地ヒーロー「G‐

FIVE」ショー、恒例の「のど自慢大会」が行われ、大変盛

り上がりました。また、ステージに併設した「ふあふあ遊

具」も、地元の子どもたちや当法人の障害児通園事業所「れ

いんぼ〜」の利用者で大賑わいとなり、ステージ周辺は歓

声と笑声で包まれていました。

　屋外では、のぞみの園で生産している椎茸の納品先であ

る有名焼き肉店「叙々苑」など、飲食や販売店が 34店舗並

び、たくさんの人で賑わっていました。地元の飲食店が半

数以上を占め、さらには障害福祉サービス事業所の出店も

多くなり、フェスティバルはもちろんのこと、のぞみの園

が地域に親しまれていることがわかりました。

　その他にも、好評の施設内見学ツアーや福引き、スタン

プラリー、絵画作品の展示など様々なイベントが行われま

した。どれも、充分に楽しんでいただけた内容ではないか

と思っています。

　今年のフェスティバルは、途中、にわか雨が強く降り、

来園者が雨をしのぐ場面があったものの、2200人の来場

者があり、平成最後のフェスティバルを大盛況で締めくく

ることができました。来場された方々には、ご不便をおか

けしたことも多かったと思いますが、利用者や保護者、職

員、そして地域の方々が一つになって楽しい時間を過ごせ

たことは、大変有意義で素晴らしいことだと思っておりま

す。

　来年度も、そしてこれからもフェスティバルが開催され、

地域に開かれ、親しまれる「のぞみの園」でありたいと考

えております。

第16回のぞみふれあい
フェスティバル開催
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共に生きる のぞみの園 ふれあいゾーンだより

　国立のぞみの園では、紅葉の季節になると銀杏や楓の葉が色づき、とても美しい風景となります。
　ふれあいゾーンを訪れた人たちの中には、見事な紅葉の風景に携帯カメラで写真撮影を行っている方もいます。
また、クリスマスの時期を迎えるとふれあいゾーンにおいて、職員が協力してイルミネーションの飾り付けを行い、
日没から夜間まで華やかに彩っています。
　冬の淋しい夕暮れ時に、地域の方々や施設利用者、のぞみの園通所利用者が帰宅の際に色とりどりにライトアッ
プされたガーデンを楽しんでいます。
　また、ふれあいゾーンについては、のぞみの園ホームページにおいて、ご紹介しています。
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I N F O R M A T I O N

Ⅰ 国立のぞみの園福祉セミナー 2018

①主　　催／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

②期　　日／平成31年1月18日（金）

③場　　所／品川フロントビル会議室（東京都港区）

④定　　員／200名

⑤募集案内／現在受付中です。当法人HPをご覧ください。

Ⅲ 障害者の福祉的就労・日中活動サービスの
質の向上のための研究

①主　　催／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

②期　　日／平成 31年１月 24日（木）

③場　　所／高崎シティギャラリー（群馬県高崎市）

④定　　員／200名

⑤募集案内／現在受付中です。当法人HPをご覧ください。

高齢知的障害者支援セミナー 障害者の福祉的就労と日中活動サービス
̶就労継続支援B型・生活介護の事業と
　支援のあり方について̶

①主　　催／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

②期　　日／平成31年２月14日（木）～15日（金）

③場　　所／KFC Hall & Rooms国際ファッションセンター

　　　　　   （東京都墨田区）

④定　　員／140名

⑤募集案内／現在受付中です。当法人HPをご覧ください。

非行・犯罪行為に至った知的障害者を支援し続け
る人のための双方向参加型研修会
（実践者研修会）

Ⅱ 矯正施設を退所した知的障害者への支援研修

① コ ー ス／・高齢知的障害者支援コース

　　　　　　・行動障害者支援コース

　　　　　　・矯正施設を退所した知的障害者支援コース

　　　　　　・発達障害児支援コース

②期　　日／平成31年４月～（随時受入）

③場　　所／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

④募集案内／平成30年度は終了しました。

　　　　　　次年度の募集は当法人HPをご覧ください。

Ⅳ 国立のそみの園支援者養成現任研修

研修・養成

　のぞみの園では、障害福祉や保健医療に従事する皆さまに対して、全国の障害者支援施設

や関係機関などで課題となっている「高齢の知的障害者等への支援」や「著しく行動障害等

を有する者等への支援」、「矯正施設等を退所した知的障害者への支援」、「発達障害児・者等

への支援」などをテーマに取り上げ、支援の現場で役立たせていただくために、下記の研修

会やセミナーなどを開催します。

　皆さまのご参加をお待ちしております。

【お申し込み・お問い合わせ先】
国立のぞみの園　事業企画部研修・養成課
　　　　　　　　　　　　　　　（担当：新井）
TEL027-320-1357　FAX027-320-1368

　一般の方および学生（個人・団体）のボランティア
を募集しています。ご興味、ご関心のある方は、下記
までご連絡ください。できること、得意なこと、して
みたいことなど、ご希望のボランティア活動を探すお
手伝いをさせていただきます。
お問い合わせ先／国立のぞみの園　事業企画部研修・

養成課（担当：岩田）
　　　　　　　　TEL 027-320-1322

ボランティア募集
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I N F O R M A T I O N

●他の利用者の些細な振る舞いが気に
入らず突き飛ばしてしまう

●興味のあるゴミを見つけると車が通っ
ていても拾いにいこうとする
●調味料や洗剤を飲み干す
　このような行動が頻繁に見られる利用
者に、快適な生活を保障するためには…。
　自閉症の方への支援を提供する中で
の驚き・喜び・成果が見られない焦りな
ど、多くのエピソードをたくさん詰めた
実践事例集となっています。

　本書は、強度行動障害支援者養成研
修の「基礎研修」用テキストです。研修
の内容を単元ごとに整理し、パワーポイ
ントと対応する詳細な解説をまとめてい
ます。のぞみの園主催の指導者研修（国
研修）では、このテキストをベースに研
修を行っています。都道府県研修の際
のテキストとして、同カリキュラムと
なった「行動援護従業者養成研修」の
テキストとして、ご活用ください。
　なお「実践研修」のテキストはあり
ません。 価格1,200円（消費税・送料込） 価格1,000円（消費税・送料込）

１　実践事例に登場する6人のエピソード
２　実践のポイント１：４つの基本戦略
３　事例１　　　　　：ちょっとしたことがきっかけでパニックになるAさん
４　実践のポイント２：余暇と自立課題
５　事例２　　　　　：毛布とお風呂が大好きなＢさん
６　実践のポイント３：意味ある活動とスケジュール
７　事例３　　　　　：ちょっとした時間にいろんなものを口にするCさん
８　実践のポイント４：継続的なアセスメント
９　事例４　　　　　：楽しいおしゃべりが止められないDさん
10　実践のポイント５：職員のチームプレイとその背景
11　事例５　　　　　：水分補給に強いこだわりをもつEさん
12　事例６　　　　　：扉を強く蹴って職員に意思表示しようとする Fさん

目 次
資　料
１　研修の構成
２　研修の背景
３　【講義】強度行動障害と医療
４　【実践報告】居宅サービス
５　【実践報告】児童施設入所　
６　【実践報告】成人地域生活
７　【実践報告】成人施設入所
８　【実践報告】家族からの提言
９　【講義】虐待防止方と身体拘束
10　【講義】強度行動障害と制度
11　事例集

１　【演習】情報収集とチームプレイの基本
２　【講義】強度行動障害とは
３　【講義】強度行動障害と医療
４　【演習】強度行動障害とコミュニケーション
５　【演習】行動の背景と捉え方
６　【講義】構造化の基礎
７　【講義】支援の手順書・記録・手順の変更
８　【実践報告】強度行動障害への支援の実際
９　【講義】強度行動障害と虐待防止
10　【講義】強度行動障害と制度

強度行動障害支援者養成研修【基礎研修】
受講者用テキスト

NOZOMINOSONO BOOKS

目 次

あきらめない支援
行動問題をかかえる利用者に対する
入所施設における実践事例集

価格700円（消費税・送料込）

50歳からの支援
認知症になった知的障害者

　身の回りのことは自分でできて
いた方が、50 歳を過ぎた頃から
生活に変化が。上着の袖に足を通
したり、通いなれた道で迷うよう
になったり…。年のせいかな？と
思っていたら、実は認知症だった
のです。本書は、知的障害者の認
知症を疑う兆候や認知症になって
からの生活の変化、認知症になっ
た利用者と関わる中で得た支援員
のポイントについて、８人の事例
と共に紹介しています。

目 次
１　日本は世界２位の長寿国
２　日本の知的障害者の寿命も延びている？
３　知的障害者が年をとると？
４　知的障害者が認知症？
５　知的障害のあるなしによって認知症に罹患した場合の違いはあるの？
６　大切なのは、支援や記録を振り返ること
７　事例に出てくる８人の戸惑い
８　支援のポイント
９　変化に気づくために大切なこと　　ほか

　知的障害者においても深刻化し
ている高齢化問題。骨折や転倒、
がんや生活習慣病、そしてターミ
ナルケア…。事業所として、親とし
て、地域として、５年後、10 年後
の生活をどう支えればよいのか。
現在の高齢知的障害者の生活の場
や生活の実際、40 代から準備すべ
きこと等を、分かりやすく図を使い
ながら紹介しているほか、高齢知
的障害者の支援経験が豊富な実践
者からの寄稿も集約しています。

高齢知的障害者支援の
スタンダードをめざして

価格1,000円（消費税・送料込）

目 次
１　高齢知的障害者支援のあり方を考える

２　データで見る高齢知的障害者

３　高齢期のすこやかな生活を支える

４　中年期から将来に備える

５　知的障害のない発達障害者の高齢化

６　高齢知的障害者支援のスタンダードをめざして

オピニオン
　・知的障害者の陥りやすい疾患と
その予防

　・高齢期の発達障害者は増えてい
くのか

コラム
　・知的障害者にとっての働き盛りとは
　・グループホームにおける高齢知
的障害者への支援　　ほか　
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研究部研究課 TEL. 027-320-1445  ［ 平日8:30－17:15 ］
FAX.027-320-1391 ［24時間365日受信可］

独立行政法人 国立重度知的障害者総合施設のぞみの園お問い合せ
お申し込み

価格1,200円（消費税・送料込）

　「これも障害者虐待になるの？」「こ
んな場面に遭遇したらどうすればい
いのかな…」。実は身近に起きている
障害者虐待。現実的な対応方法につ
いて、養護者、障害者福祉施設従事者、
使用者等による虐待事例を紹介しな
がら、分かりやすく解説しています。
また、障害者虐待を予防するための
取り組み事例も紹介しています。障
害福祉関係者や当事者、自治体職員、
家族会、勉強会に最適の一冊です。

　のぞみの園の診療所で、発達障害のある
こどもたちを診察していた有賀道生先生。
　診察の現場で体験したことや感じたこと
を「臨床の現場から」というタイトルで、
ニュースレター（のぞみの園発刊）に寄稿
してきました。その中から全 15 の短編を
１冊にまとめました。発達障害のあるこど
もと向き合うご家族や支援者の方々におす
すめです。
　たくさんのことを、こどもたちは教えて
くれます。

NOZOMINOSONO BOOKS

価格1,500円（消費税・送料込）

　知的障害のある犯罪行為者に直接支
援を行う機関で働く人等に向け、矯正
施設退所後に社会に復帰するための支
援について学べるテキストです。内容
は、支援する心構えとしての基礎的知
識を習得することを目的とした理論編
と、実際に支援を行う上で必要な知識
を習得することを目的とした実践編の
２部構成となっています。

目 次

目 次

目 次

事例で読み解く障害者虐待

司法の期待に
福祉はどう応えるのか
～福祉の自律性と司法との連携～

　知的障害等のある犯罪行為者への
支援において、社会福祉の側が司法の
期待にどう応えるのかという視点だけ
でなく、どこへ向かっていくべきかと
いう観点も含め、福祉の自律性と司法
との連携の在り方が熱く論じられてい
ます。司法福祉とは何か？ 福祉に求
められる役割とは何か？ そんな疑問
を持つ司法関係者、福祉関係者の皆様
に、是非読んで頂きたい一冊です！

こどもたちがおしえてくれたこと
－発達障害のこどもたちと向き合う臨床の現場から－

理論と実践で学ぶ
知的障害のある犯罪行為者への支援

オピニオン
　・従事者虐待からの立ち直り
　・蒲郡市における障害者虐待防止法の
　　運用と課題　ほか

コラム
　・島根県版マニュアルの紹介　ほか

第１章　テキストを読むにあたって
第２章　養護者虐待
第３章　障害者福祉施設従事者等虐待
第４章　使用者虐待・その他
第５章　障害者虐待防止法のおさらい
第６章　本書を読み終えて…

目 次
・「委託医」として
・「障害者虐待防止」について
・対話には「コツ」がある
・こどもの気持ちを「日常の1コマ」に例えてみよう
・「居場所」と「つながり」がこどもに必要だ
・「何事もきめつけない」ようにしたい
・満たされない「こどものこころ」

・常に「オンライン」なこどもたち
・「SNS」は安全？危険？
・親子の「共同作業」
・「種まき」と「水遣り」の繰り返し
・こどもの「水先案内人」になること
・こどもの「メンタルヘルスケア」について
・こどもたちの「診療場面」の一風景
・発達障害に関する「講演活動」より

第１部　基調講演　「司法の期待にどう応えるのか」
　　　　　　　　　　日本福祉大学名誉教授　　　　　加藤　幸雄
第２部　鼎　　談　「司法と福祉」～福祉の自律性と司法との連携～
　　　　　　　　　　日本福祉大学名誉教授　　　　　加藤　幸雄
　　　　　　　　　　立命館大学法学部　　　　　　　森久　智江
　　　　　　　　　　山口県立大学社会福祉学部　　　水藤　昌彦

《理論編》
第１章　知的障害のある犯罪行為者への支援の必要性
第２章　知的障害と犯罪の関係
第３章　知的障害と犯罪行為を理解するためのアセスメント
第４章　障害者福祉による介入・支援にあたっての要点

《実践編》
第１章　矯正施設退所に向けた支援期
第２章　矯正施設退所直後からの支援期
第３章　地域生活を継続するための支援期

価格700円（消費税・送料込）価格1,000円（消費税・送料込）
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○障害福祉サービス、地域生活支援事業のご利用について

　知的障害や発達障害のある18歳以上の人たちを対象に、生活介護・自立訓練・就労移行支援・就労継続支援Ｂ型・
短期入所・日中一時支援を提供しています。
TEL.027-320-1416 【事業企画部支援調整係】

○障害児通所支援事業のご利用について

　知的障害や発達障害のあるお子さんを対象に、児童発達支援・放課後等デイサービス及び保育所等訪問支援を提
供しています。
TEL.027-320-1388 【診療部発達支援係】

○外来・入院診療のご利用について
　障害のある人たちが安心して受診できる医療を提供しています。健康診断や医療に関する相談等も受け付けてい
ます。
TEL.027-320-1327 【診療部医事係】

○障害者とそのご家族の相談について
　障害のある人たちや障害のあるお子さんのご家族からのさまざまな相談に対応いたします。
TEL.027-327-3520 【事業企画部相談支援係】

○知的障害関係施設等で働いている人たちの相談について

　障害者に対する支援について、知的障害関係施設等で働いている人たちからのさまざまな相談に対応いたします。
TEL.027-320-1366　【事業企画部事業企画係】
　
○研修会等の開催、実習生等の受入について

　研修会やセミナーの開催、大学・専門学校などからの学生等の受入のお問い合わせに対応いたします。
TEL.027-320-1357 【事業企画部研修係】
　
○講師の派遣、ボランティアの受入、施設見学について

　当法人は研修会などの講師として職員の派遣を行っています。このため、講師の派遣、ボランティアの受入や施
設見学等のお問い合わせに対応いたします。
TEL.027-320-1322 【事業企画部養成係】

○刊行物のお支払い方法

　刊行物をご購入いただいた際のお支払いにつきまして、お客様の利便性を図るため、ゆうちょ銀行の取扱いを始め
ます。
　振込口座などの詳細は、同封の用紙をご覧ください。

お 問 い 合 わ せ 先 の ご 案 内

【ニュースレター関係連絡先】
TEL.027-320-1613 (総務部) 
FAX.027-327-7628 (直通)

編集事務局からのお願い
　市町村合併や人事異動、事務所の移転などにより、住所や送付先名が変更になりま
した場合には、新しい送付先名等をFAXやE－メールなどで事務局あてにご連絡をい
ただけますと幸いです。
　お忙しい中お手数をおかけして大変恐縮ですが、よろしくお願い致します。
『ニュースレター』のバックナンバーは、ホームページ http://www.nozomi.go.jp
でご覧いただけます。ご関心を持たれた方はぜひご覧ください。
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　高崎市西部にある標高150メートルの「観音山」。その山頂にそびえ立つのは、白衣観音です。
　今や群馬のシンボルともいえる白衣観音は、さかのぼること80年ほど前、高崎市出身の実業家によって建立されました。
　1936年（昭和11年）、完成したばかりの白衣観音の立像は、高さ41.8メートル、重さ5985トンであり、当時、「東洋一の大観音」と
たたえられ、訪れた人たちを驚かせたとのことです。
　観音像は1998年（平成10年）に「たかさき都市景観賞」受賞、2000年（平成12年）には、国の「登録有形文化財」に指定されています。
　※国立のぞみの園は、白衣観音の裏手に位置しています。

高崎の街を見守る白衣観音（「白衣観音慈悲の御手」として群馬の自然や歴史を題材とした「上毛かるた」に詠われている）
上毛かるた「許諾第30-02069号」

〒370-0865　群馬県高崎市寺尾町2120番地2　TEL.027-325-1501（代表）FAX.027-327-7628
URL http://www.nozomi.go.jp  E-mail webmaster@nozomi.go.jp

１．タクシー利用
　　　所要時間【JR高崎駅（西口）より約15分】
２．バスの利用
　①市内循環バス「ぐるりん」　乗り場8番
　  ・系統番号13：JR高崎駅（西口）乗車
　　　　　　　　　　　～「国立のぞみの園」下車
　  ・系統番号14：JR高崎駅（西口）乗車
　　　　　　　　　　　～「国立のぞみの園」下車
　     所要時間【約40分】
　②のぞみの園定期バス
　   所要時間【JR高崎駅（西口）より約25分】

国立のぞみの園へのアクセス
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